
強度行動障害支援者

養成研修（実践研修）

指導者研修

日時 平成26年10月15日（水）・16日（木）

会場 国立障害者リハビリテーションセンター学院

主催 独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

この研修は、都道府県地域生活支援事業で

実施される強度行動障害支援者養成

研修（実践研修）の企画・開催・運営を担

う人を養成するための研修です。

平成26年度



平成 26 年度強度行動障害支援者養成研修（実践研修（指導者研修）） 

研修資料のダウンロードについて 

 

 

今回の研修で使用した研修資料（事例報告の個人情報に関する部分を除く）を下記の要領

にてインターネット上からダウンロードすることができます。都道府県研修を準備する際

に適宜ご利用ください。なお、セキュリティの関係上、ダウンロード可能な期間が限られ

ておりますのでご注意ください。 

 

URL：http://xfs.jp/456oC 

パスワード：nozomi 

公開期間：2014 年 10 月 15 日（水）～2015 年 3 月 31 日（火） 

※上記の期間以降は、「発達障害者情報・支援センター」の Web サイト内にある「資料」の

ページからダウンロードしてください（http://www.rehab.go.jp/ddis/発達障害に関

する資料/研修資料/強度行動障害支援者研修資料/）。 

 

 

注１：オンラインストレージサービス「firestorage」を利用しています。ダウンロードの手

順については裏面を御覧ください。 

注２：ファイルサイズが大きいためダウンロードに時間がかかります。できるだけインター

ネットの接続速度が早い環境でご利用ください。 

注３：公開期間後に資料をご希望の場合には、下記の連絡先までお問い合わせください。 

  

 

（問い合わせ先） 

強度行動障害支援者養成研修サポートデスク 

（国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 研究部内） 

TEL：027-320-1445 

FAX：027-320-1391  



【手順】 

1. ブラウザ（Internet Explore、Google Chrome、Firefox など）のアドレスバーに上記

の URL を入力する。 

 

2. 表示された URL を指示どおりにクリックする。 

 

 

3. パスワードを入力する。 

 

 

4. 「研修資料（H26 実践）.zip」と書かれている部分クリックするとダウンロードが始ま

ります。 

 

 

ここをクリック 



日時：平成26年10月15日（水）～ 16日（木）

会場：国立障害者リハビリテーションセンター学院

主催：独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

プログラム

9:30 30  受付

10:00 10  開会（主催者挨拶） 遠藤　浩 国立のぞみの園

10:10 15  研修の意図と期待すること 竹林経治 厚生労働省

10:25 95 【講義】ケースレポートとミーティングのあり方 近藤直司 大正大学人間学部

12:00 60  休憩

13:00 30 【講義】強度行動障害支援の原則 志賀利一 国立のぞみの園

13:30 210 【演習】障害特性の理解とプランニングⅠ 中村公昭 社会福祉法人横浜やまびこの里

17:00 20 【講義】まとめの実践報告① ※受講者より

17:20 15  １日目のまとめ・質疑応答 志賀利一 国立のぞみの園

17:35  終了

9:00 10  ２日目オリエンテーション 志賀利一 国立のぞみの園

9:10 60 【講義】事例報告：行動障害のある人の生活 安田剛治 社会福祉法人ぐんぐん

10:10 120 【演習】記録に基づく支援の評価 西村浩二 社会福祉法人つつじ

12:10 60  休憩

13:10 20 【講義】まとめの実践報告② ※受講者より

13:30 150 【演習】障害特性の理解とプランニングⅡ 林　克也 国立障害者リハビリテーションセンター学院

16:00 20 【講義】まとめの実践報告③ ※受講者より

16:20 10  全体のまとめ 志賀利一 国立のぞみの園

16:30 修了証交付

1

日

目

2

日

目

時間 担当

平成26年度強度行動障害支援者養成研修（実践研修（指導者研修））プログラム



研修
テキスト

１日目｜平成26年10月15日（水）
10:00 開会（主催者挨拶）

10:10 研修の意図と期待すること

10:25 【講義】ケースレポートとミーティングのあり方
12:00 休憩
13:00 【講義】強度行動障害支援の原則
13:30 【演習】障害特性の理解とプランニングⅠ
17:00 【講義】まとめの実践報告①
17:20 １日目のまとめ・質疑応答

２日目｜平成26年10月16日（木）
09:00 ２日目オリエンテーション
09:10 【講義】事例報告：行動障害のある人の生活
10:10 【演習】記録に基づく支援の評価
12:10 休憩
13:10 【講義】まとめの実践報告②
13:30 【演習】障害特性の理解とプランニングⅡ
16:00 【講義】まとめの実践報告③
16:20 全体のまとめ
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を
行
っ
た
疑
義
の
あ
る
者
３
人
）

虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
廃
止
の
観
点
か
ら

7
8

１
人
材
育
成
や
研
修
、
職
場
環
境
、
職
員
配
置

（
１
）
職
員
の
資
質
や
職
場
環
境
の
問
題

虐
待
（
暴
行
）
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
個
人
の
問
題
と
し
て
、
支
援
ス
キ
ル
が
不
十
分
で

あ
り
、
ま
た
、
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
基
礎
的
知
識
が
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
支
援
に
行
き
詰
ま
り
、
行
動
障
害
を
抑
え
る
た
め
に
暴
行
に
至
っ
た
面
が
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

例
え
ば
養
育
園
第
２
寮
の
暴
行
し
た
５
人
は
、
更
生
園
で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
行
動

障
害
に
係
る
専
門
研
修
や
、
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
支
援
に
行
き
詰
ま
り
か
け
て
い
た
段
階
で
、
始
め
は
緊
急
避
難
的
な
過
剰
防
衛
と

し
て
の
力
を
行
使
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
方
が
通
常
の
支
援
よ
り

楽
だ
と
思
い
、
通
常
の
適
切
な
支
援
の
実
施
に
努
め
ず
に
、
安
易
に
暴
行
を
行
う
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
支
援
方
法
が
、
何
人
か
の
新
た
に
配
属
さ
れ
た
職
員
に
容
易
に
伝

達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
り
が
安
易
な
方
法
（
暴
行
）を
採
っ
て
い
る
か
ら
自
分
も
安
易
な

方
法
を
、
と
、
つ
ま
り
、
周
り
が
や
っ
て
い
る
か
ら
自
分
が
や
っ
て
も
大
丈
夫
だ
、
と
感
覚
が

幼
稚
化
、
そ
し
て
麻
痺
し
、
負
の
連
鎖
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
・・
・

千
葉
県
社
会
福
祉
事
業
団
問
題
等
第
三
者
検
証
委
員
会
最
終
報
告
書
（
２
６
年
８
月
：
抜
粋
）



【
重
度
訪
問
介
護
】

【
行
動
援
護
】

(
対

象
者
)
・
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
常
時
介
護
を

要
す
る
障
害
者
(区
分
４
以
上
)

・
知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
に
よ
り
行
動
上
著

し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
で
あ
っ
て
常
時

介
護
を
要
す
る
も
の
(区
分
３
以
上
)

(
サ
ー
ビ
ス
内
容
)
・
身
体
介
護
､
家
事
援
助
､
見
守
り
､
外
出

時
の
介
護
を
総
合
的
に
提
供

・
長
時
間
の
利
用
を
想
定

・
行
動
す
る
際
に
生
じ
得
る
危
険
を
回
避
す
る

た
め
の
援
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の
介

護
を

提
供

・
８
時
間
ま
で
の
利
用
を
想
定

(
報

酬
単

価
)
・
1
,4
0
3
単
位

（
7
.5
時
間
以
上
８
時
間
未
満
）

・
2
,4
8
7
単
位

（
7
.5
時
間
以
上
）

(
介
助
者
資
格
)
・
2
0
時
間
の
養
成
研
修
を
修
了

・
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
直
接
処
遇
経
験
２

年
以
上
又
は
直
接
処
遇
経
験
１
年
以
上
＋
2
0

時
間
の
養
成
研
修
を
修
了

(
研

修
内

容
)
・
介
護
技
術
、
医
療
的
ケ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど

・
障
害
特
性
理
解
､予
防
的
対
応
､制
御
的
対
応
､

危
険
回
避
技
術
習
得
等

（
参
考
）
現
行
の
制
度
内
容

障
害
者
に
対
す
る
支
援
（
①
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
）

重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
を
、
「
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
そ
の
他
の
障
害
者
で
あ
っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」
と
す
る
。

【
平
成
２
６
年
４
月
１
日
施
行
】

厚
生
労
働
省
令
に
お
い
て
、
現
行
の
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
に
加
え
、
行
動
障
害
を
有
す
る
者
に
対
象
を
拡
大

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡
大
、
質
の
向
上

9

支
援
の
流
れ
（
イ
メ
ー
ジ
）

相
談
支
援
事
業
者

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
け
る
連
携

サ ー ビ ス 担 当 者 会 議

サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 等 の 作 成

行
動
援
護

問
題
行
動
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
※
）

居
宅
内
環
境
調
整
等

居
宅
介
護
（適
宜
）

他
の
サ
ー
ビ
ス

サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 等 の 変 更

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等

に
お
け
る
連
携

重
度
訪
問
介
護

行
動
援
護

（
必
要
に
応
じ
て
）

他
の
サ
ー
ビ
ス

※
地
域
に
お
い
て
行
動
援
護
事
業
者
の
確
保
が
困
難
な
場
合
等
で
あ
っ
て
市
町
村
が
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
施
設
等
の
職
員
、
或
い
は
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
家
で
あ
っ
て
、
行
動
障
害
に
関
す
る
専
門
知
識
や

経
験
を
有
す
る
者
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を
行
う
こ
と
も
想
定
。

行
動
障
害
を
有
す
る
者
に
対
す
る
支
援
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

・
相
談
支
援
事
業
者
を
中
心
と
し
た
連
携
体
制
の
下
で
、

・
行
動
援
護
事
業
者
等
が
一
定
期
間
、
問
題
行
動
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
※
）
や
居
宅
内
環
境
調
整
等
を
行
い
つ
つ
、

・
居
宅
介
護
や
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

・
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
け
る
連
携
に
よ
り
支
援
方
法
等
の
共
有
を
進
め
、

・
支
援
方
法
等
が
共
有
さ
れ
た
段
階
で
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
変
更
を
行
い
、
重
度
訪
問
介
護
等
の
利
用
を
開
始
す
る
。

重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
後
に
お
け
る
行
動
障
害
を
有
す
る
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

10

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト

②
支
援
の
計
画

③
支
援行
動
観
察
・
情
報
収
集

障
害
特
性
の
理
解

・
本
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と

・
本
人
が
で
き
る
事
、
強
み

の
把
握

・
本
人
の
特
性

Ａ
．
本
人
の
困
難
を
軽
減
し
た
り
取
り
除
く

Ｂ
．
本
人
が
で
き
る
こ
と
、
強
み
を
活
用
す
る

※
支
援
計
画
は
場
面
ご
と
、
工
程
ご
と

に
丁
寧
に
作
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
，
Ｂ
を
組
み
合
わ
せ
た
具
体
的
な

ツ
ー
ル
の
作
成
や
構
造
化
、
環
境
調

整
な
ど
の
支
援
計
画
の
立
案

支
援
の
方
向
性
は
基
本
に
忠
実
に

具
体
策
や
ツ
ー
ル
は
個
別
化
す
る

分
析

理
解

行
動
の

（
参
考
資
料
３
）

行
動
障
害
が
あ
る
者
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
支
援
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

11

障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議
資
料
平
成

26
年

3月
7日

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
に
つ
い
て

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
に
、
支
援
者

に
対
す
る
研
修
と
し
て
、
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
事
業
（
以
下
、
「
基
礎
研
修
」
と

い
う
。
）
を
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
の
」
「
メ
ニ
ュ
ー
項
目
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
基
礎
研
修
の
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度

知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
（以
下
「の
ぞ
み
の
園
」
と
い
う
。
）に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
各
事
業
所
で
の
適
切
な
支
援
の
た
め
に
、
適
切
な
支
援
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が

可
能
な
職
員
の
育
成
を
目
的
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
に
対
す
る
さ
ら
に
上
位
の

研
修
（
以
下
「
実
践
研
修
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成

26
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

各
都
道
府
県
の
支
援
者
に
対
す
る
実
践
研
修
を
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
項
目
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
践
研
修
に
つ
い
て
も
、
平
成

26
年
度
よ
り
、

指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
の
ぞ
み
の
園
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
積
極

的
な
取
り
組
み
に
努
め
ら
れ
た
い
。



①
ア
セ
ス
メ
ン
ト

②
支
援
の
計
画

③
支
援行
動
観
察
・
情
報
収
集

障
害
特
性
の
理
解

・
本
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と

・
本
人
が
で
き
る
事
、
強
み

の
把
握

・
本
人
の
特
性

Ａ
．
本
人
の
困
難
を
軽
減
し
た
り
取
り
除
く

Ｂ
．
本
人
が
で
き
る
こ
と
、
強
み
を
活
用
す
る

※
支
援
計
画
は
場
面
ご
と
、
工
程
ご
と

に
丁
寧
に
作
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
，
Ｂ
を
組
み
合
わ
せ
た
具
体
的
な

ツ
ー
ル
の
作
成
や
構
造
化
、
環
境
調

整
な
ど
の
支
援
計
画
の
立
案

支
援
の
方
向
性
は
基
本
に
忠
実
に

具
体
策
や
ツ
ー
ル
は
個
別
化
す
る

分
析

理
解

行
動
の

13

・
障
害
特
性
の
理
解

・
支
援
の
手
順
書
に
基
づ
く
支
援

・
日
々
の
記
録
等

支 援 の 結 果 等 の フ ィ ー ド バ ッ ク

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
実
践
研
修
）

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
）

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
実
践
研
修
）
の
位
置
づ
け

実 務 経 験 計 5 年 以 上

（ 経 過 措 置 に よ り 3 年 以 上 ）

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

※
行
動
障
害
を
有
す
る
者
に
対
応
す
る
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
養
成
研
修
を

受
講
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
養
成
研
修
（
３
日
間
）

共
通

講
義
（
理
論
編
）

分
野
別
演
習
（
実
践
編
）

介
護

地
域
生
活

（
身
体
）

地
域
生
活

（
知
的
・
精
神
）

就
労

児
童

＋
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
（
講
義
部
分
・

11
.5
時
間
）

強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修

（
実
践
研
修

（
国
研
修
）
）

※
指
導
者
養
成
研
修

指
導

相
互
の
人
材
活
用

相
互
の
人
材
活
用

施
設
系
・
居
住
系
（
障
害
者
・
障
害
児
）

入
所
職
員

Ｇ
Ｈ
・
Ｃ
Ｈ
職
員

通
所
職
員

訪
問
系

相
互
の
人
材
活
用

相
互
の
人
材
活
用

実
務
経
験
に
関
わ
ら
ず
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
又
は
強
度
行
動
障
害

支
援
者
養
成
研
修
（
都
道
府
県
研
修
）受
講
必
須
を
検
討
（行
動
援
護
）

※
内
容
は
現
時
点
検
討
案
の
た
め
、
今
後
変
更
の
可
能
性
あ
り
。

行
動
援
護
従
業
者

今
後
、
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
と
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基

礎
研
修
・
実
践
研
修
（都
道
府
県
研
修
）
）の
内
容
を
統
合
す
る
こ
と
を
検
討

強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修

（
基
礎
研
修

（
国
研
修
）
）

※
指
導
者
養
成
研
修

指
導

２
５
年
度

～

２
６
年
度

～

行
動
援
護

ヘ
ル
パ
ー

そ
の
他
の
訪
問

系
ヘ
ル
パ
ー

相
談
支
援
専
門
員

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
（
都
道
府
県
研
修
）
）

（
重
度
訪
問
介
護
従
業
者
養
成
研
修
（行
動
障
害
を
有
す
る
者
に
対
応
す
る
研
修
）
と
同
内
容
と
す
る
）

（
【
受
講
者
】
知
的
障
害
・
障
害
児
を
支
援
す
る
者
が
主
な
対
象
）

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
（実
践
研
修
（
都
道
府
県
研
修
）
）

（
【
受
講
者
】
知
的
障
害
・障
害
児
を
支
援
す
る
者
が
主
な
対
象
）

重
度
訪
問
介
護

（
行
動
障
害
を
有
す
る
者
に

対
応
す
る
ヘ
ル
パ
ー
）

相
互
の
人
材
活
用

相
互
の
人
材
活
用

一 定 の 実 務 経 験 等

一 定 の 実 務 経 験 等

強
度
行
動
障
害
に
対
応
す
る
職
員
の
人
材
育
成
の
充
実
に
つ
い
て

【
参
考
（
平
成
２
６
年
度
）
】
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障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議
資
料
平
成

26
年

3月
7日

地
域
に
お
け
る
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
者
に
対
す
る

体
制
の
強
化
に
つ
い
て

平
成

26
年

4月
か
ら
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
に
よ
り
、
在
宅
の
行
動
障
害
を
有
す

る
者
が
利
用
で
き
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
重
度
訪
問
介
護
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
在
宅
の
行
動
障
害
を
有
す
る
者
の
支
援
に
携
わ
る
相
談
支
援
、
行
動
援
護
、
重

度
訪
問
介
護
等
の
事
業
所
間
の
連
携
や
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
こ
れ
ら
の
事

業
者
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
等
も
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都

市
に
お
か
れ
て
は
、
発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
に
お
け
る
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
、
地
域
支
援
体
制
の
強
化
に
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

発
達
障
害
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
地
域
に
お
け
る

支
援
体
制
の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
・
事
業
所
等
支
援
、
医
療
機
関
と
の
連
携
や
困

難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
核
で
あ
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援
機
能
の
強
化
を

図
り
、
支
援
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
発
達
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を
促
す
。

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援
機
能
強
化

市
町
村

発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
（
地
活
事
業
）

都
道
府
県
等

職
員
配
置
：
４
名
程
度

●
相
談
支
援
（
来
所
、
訪
問
、
電
話
等
に
よ
る
相
談
）

●
発
達
支
援
（
個
別
支
援
計
画
の
作
成
・
実
施
等
）

●
就
労
支
援
（
発
達
障
害
児
（
者
）
へ
の
就
労
相
談
）

●
そ
の
他
研
修
、
普
及
啓
発
、
機
関
支
援

再
編
・拡
充

※
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
チ
２
名
分
を
積
算

（
地
活
事
業
）

事
業
所
等

対
応
困
難
ケ
ー
ス
を
含
め
た

支
援
を
的
確
に
実
施

困
難
事
例
の
対
応
能
力
の
向
上

全
年
代
を
対
象
と
し
た
支
援
体
制
の
構
築

（
求
め
ら
れ
る
市
町
村
の
取
組
）

（
求
め
ら
れ
る
事
業
所
等
の
取
組
）

医
療
機
関

①
専
門
的
な
診
断
評
価

②
行
動
障
害
等
の
入
院
治
療

身
近
な
地
域
で
発
達
障
害
に
関
す
る

適
切
な
医
療
の
提
供

（
求
め
ら
れ
る
医
療
機
関
の
取
組
）

（
継
続
）

（
新
規
）

（
新
規
）

発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
：
６
名
程
度

一
部
新
規

（
４
名
分
）

体
制
整
備
支
援
（２
名
）

医
療
機
関
と
の
連
携
（２
名
）

困
難
ケ
ー
ス
支
援
（２
名
）

発
達
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を
促
す

地
域
支
援
機
能
の
強
化
へ

●
（経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
）

意
欲
あ
る
全
て
の
人
々
が
就
労
な
ど
に
よ
り
社
会
参
加
で
き
る
環
境
の
整
備

●
（日
本
再
興
戦
略

-J
A

PA
N

 is
 B

A
C

K
）

人
材
力
の
強
化
、
障
害
者
の
就
労
支
援
を
始
め
と
し
た
社
会
参
加
の
支
援
を
推
進

（
課
題
）

中
核
機
関
と
し
て
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
市
町
村
・
事
業
所
等

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
困
難
事
例
へ
の
対
応
等
が
、
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
の
相
談
の
増
加
等
に
よ
り
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。

・
原
則
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
実
施

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
そ
の
他
機
関
等
に
委
託
可

●
発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
検
討
委
員
会
●
市
町
村
・
関
係
機
関
及
び
関
係
施
設
へ
の
研
修

●
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
促
進

●
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
）

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
導
入

②
個
別
支
援
フ
ァ
イ
ル
の
活
用
・
普
及

16
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平
成

26
年

7月
16
日

今
後
の
障
害
児
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
書
）

・
・
・
・
・
ま
た
、
自
傷
、
他
害
行
為
な
ど
、
危
険
を
伴
う
行
動
を
頻
回
に
示
す
こ
と
な
ど
を
特
徴

と
し
た
行
動
障
害
は
、
障
害
特
性
を
理
解
し
た
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
減
少
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
施
設
等
に
お
い
て
は
、
行
動
障
害
に
対
応
し
た
加
算
が
算

定
さ
れ
て
い
る
が
、
虐
待
事
案
に
お
い
て
行
動
障
害
を
有
す
る
者
が
被
虐
待
者
と
な
る

事
案
も
少
な
く
な
い
。
平
成

25
年
度
か
ら
、
障
害
特
性
を
理
解
し
て
適
切
な
支
援
を
行
う

職
員
の
人
材
育
成
を
行
う
た
め
、
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
が
開
始
さ
れ
た

た
め
、
虐
待
防
止
と
支
援
の
質
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
施
設
、
事
業
所
の
職
員
が
研
修

を
受
講
し
適
切
な
支
援
が
で
き
る
体
制
の
整
備
を
報
酬
上
評
価
す
る
な
ど
、
研
修
の
受

講
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

→
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
強
度
行
動

障
害
支
援
者
養
成
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
の
施
策
を
継
続
的

に
実
施
。









志
賀
利
一

国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園

1
日
目

1
3
:0
0

【
講
義
】 強
度
行
動
障
害
支
援
の
原
則

強
度
行
動
障
害
に
対
す
る
適
切
な
支
援
の
整
理

◯
動
く
重
症
児
、
医
療
効
果
が
期
待
さ
れ
な
い
入
院
、
自
閉
症
療
育
論
争
の
時
代

◯
強
度
行
動
障
害
研
究
の
ス
タ
ー
ト
と
レ
ス
パ
イ
ト
の
思
想
の
時
代

◯
自
立
支
援
法
、
虐
待
防
止
法
、
総
合
支
援
法

◯
強
度
行
動
障
害
支
援
技
法
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

◯
強
度
行
動
障
害
と
は

◯
近
接
領
域
と
強
度
行
動
障
害
の
範
囲
内
で
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

◯
あ
る
程
度
広
域
単
位
の
地
域
で
、
継
続
的
に
検
討
し
続
け
る
土
壌
づ
く
り

２
．
研
修
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
強
度
行
動
障
害
の
分
析

３
．
強
度
行
動
障
害
研
究
の
経
過
を
整
理

１
．
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
ス
キ
ー
ム

◯
基
礎
研
修
と
実
践
研
修
の
二
本
立
て

◯
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
と
研
修
の
実
施
体
制
（
指
導
者
研
修
の
役
割
）

◯
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
拡
大
、
サ
ー
ビ
ス
管
理

責
任
者
研
修
等
と
の
整
理
・
統
合
に
向
け
て

今
後
の
強
度
行
動
障
害
者
へ
の
支
援
体
制
整
備
（
イ
メ
ー
ジ
）

１
．
専
門
的
な
人
材
の
育
成

（
１
）
虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
廃
止
の
観
点
か
ら

（
２
）
強
度
行
動
障
害
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
研
修
体
系

２
．
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡
大
、
質
の
向
上

（
行
動
援
護
、
重
度
訪
問
介
護
）

３
．
施
設
、
通
所
等
の
拠
点
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
材
育
成
機
能
の
地
域
展
開

強
度
行
動
障
害
支
援

者
養
成
研
修
の
実
施

（
平
成
2
6
年
2
月
厚
労
省
資
料
）

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

１
．
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
ス
キ
ー
ム

○
平
成

5年
強
度
行
動
障
害
者
特
別
処
遇
事
業

○
平
成

10
年

強
度
行
動
障
害
特
別
加
算
費

○
平
成

18
年

10
月
重
度
障
害
者
支
援
加
算
（
Ⅱ
）
区
分

6 
・

15
点
以
上
）

○
平
成

24
年

4月
重
度
障
害
者
支
援
加
算
（
Ⅱ
）
区
分

6 
・

8点
以
上
）

平
成

17
年

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成

14
年

自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
創
設

昭
和

55
年

第
1種
・
第

2種
自
閉
症
児
施
設

施 設 入 所 支 援 専 門 的 拠 点強
度
行
動
障
害
の
施
策
の
経
過
（
平
成

26
年

10
月
厚
労
省
資
料
）

昭
和

55
年

平
成

25
年

平
成

5年
知
的
障
害
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度

平
成

15
年

移
動
介
護

○
平
成

18
年
市
町
村
地
域
生
活
支
援
事
業
・
移
動
支
援
事
業

○
平
成

18
年

10
月

短
期
入
所
・
共
同
生
活
介
護

重
度
障
害
者
支
援
加
算
（
※
Ⅰ
，
Ⅱ
の
合
計
人
数
）

在 宅 サ ー ビ ス

○
平
成

17
年
行
動
援
護
開
始
（
対
象
者
基
準

9項
目
＋
て
ん
か
ん
中

10
点
以
上
）

○
平
成

18
年

10
月
（
区
分

3以
上

11
項
目
＋
て
ん
か
ん
中

10
点
以
上
）

○
平
成

20
年

4月
（
区
分

3以
上

11
項
目
＋
て
ん
か
ん
中

8点
以
上
）

利
用
者
平
成

19
年

11
月

32
04
人
平
成

20
年

4月
32

96
人
平
成

22
年

1月
45

28
人
平
成

25
年

4月
70

13
事
業
所
数

73
9事
業
所

90
1事
業
所

12
04
事
業
所

利
用
者
平
成

23
年

4月
24

32
人
平
成

24
年

4月
86

67
人
平
成

25
年

4月
14

90
1人

施
設
数

30
8施
設

63
8施
設

97
5施
設

強 度 行 動 障 害 支 援 者 養 成 研 修 （ 基 礎 研 修 ）

短
期
入
所
平
成

23
年

4月
78

0人
平
成

24
年

4月
11

64
人
平
成

25
年

4月
19

05
人

共
同
生
活
介
護

11
3人

39
9人

16
56
人



平
成
2
5
年
度
段
階
の
研
修
ス
キ
ー
ム
（
厚
労
省
資
料
）

【
見
直
し
に
当
た
っ
て
の
趣
旨
】

○
専
門
的
な
人
材
の
育
成
（
強
度
行
動
障
害
の
特
性
か
ら
虐
待
に
つ
な
が
り
や
す
い
→
虐
待
防
止
の
観
点
）

○
知
的
障
害
者
等
の
支
援
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
形
成

○
施
設
、
通
所
等
の
拠
点
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
材
育
成
機
能
の
地
域
展
開

○
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡
大
、
質
の
向
上
（
行
動
援
護
、
重
度
訪
問
介
護
）

（
平
成
2
6
年
2
月
厚
労
省
資
料
）

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
シ
ン
プ
ル
な
モ
デ
ル

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
：
相
談
支
援
専
門
員

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
計
画
的
に
、
そ

し
て
生
活
の
質
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め

に
作
成
す
る

個
別
支
援
計
画
：
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

当
該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
に
則
り
、
適
切
な
支
援
内
容

等
の
取
り
決
め
を
明
文
化
し
た
も
の

支
援
手
順
書
・
記
録
フ
ォ
ー
ム

個
別
支
援
計
画
の
内
容
か
ら
、
具
体
的
な
活

動
と
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
必
要
な
構
造
化

の
方
法
等
を
詳
細
に
記
載
し
た
も
の

支
援
の
実
施
・
記
録
と
そ
の
整
理

支
援
手
順
書
の
内
容
を
理
解
し
、
実
施
す
る
。

ま
た
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
定
期
的
に
記
録

を
整
理
し
、
報
告
す
る

実 践 研 修 基 礎 研 修

直
接
支
援
を
提
供
す
る
、

日
々
の
支
援
に
身
近
な

存
在
が
、
強
度
行
動
障

害
者
の
障
害
特
性
を
理

解
し
、
構
造
化
を
は
じ

め
と
し
た
基
本
的
な
支

援
の
枠
組
み
を
理
解
し
、

詳
細
な
計
画
立
案
な
ら

び
に
実
直
に
支
援
を
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
！

「
支
援
手
順
書
・
記
録

フ
ォ
ー
ム
」
「
支
援
の

実
施
・
記
録
と
そ
の
整

理
」
の
内
容
に
つ
い
て

正
確
に
理
解
し
て
い
な

い
人
が
、
「
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
」
や
「
個

別
支
援
計
画
」
を
作
成

で
き
る
の
？

「
基
礎
研
修
」
と
「
実
践
研
修
」
に
分
け
、
各
研
修
で
目
指
す
も
の

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
・
実
践
研
修
）
の
ス
キ
ー
ム

居
住
（
夜
間
）
サ
ー
ビ
ス

入
所
施
設

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

通
所
（
日
中
）
サ
ー
ビ
ス

生
活
介
護

就
労
支
援

地
域
活
動

支
援
ｾﾝ
ﾀｰ

訪
問
（
ヘ
ル
パ
ー
）
サ
ー
ビ
ス

居
宅
介
護

行
動
援
護

相
談

支
援

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
）

都
道
府
県
開
催
：
平
成
2
5
年
度
3
県
開
催
・
平
成
2
6
年
度
3
0
都
道
府
県
以
上
開
催
予
定

国
研
修
（
の
ぞ
み
の
園
主
催
）

平
成
2
5
年
度
よ
り
継
続
開
催

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
（
指
導
者
研
修
）
）

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
実
践
研
修
）

都
道
府
県
開
催
：
（
予
定
調
査
中
）

国
研
修
（
の
ぞ
み
の
園
主
催
）

平
成
2
6
年
度
よ
り
継
続
開
催

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
実
践
研
修
（
指
導
者
研
修
）
）

中
堅
・
指
導
的
役
割
の
従
事
者
対
象

経
験
年
数
１
年
～
３
年
の
従
事
者
対
象

テ
キ
ス
ト
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
提
供
、

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
設
置
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

テ
キ
ス
ト
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
提
供
、

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
設
置
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

【
講
義
】

○
強
度
行
動
障
害
と
は
（
地
域
で
強
度
行
動
障
害

者
に
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
重
要
性
）

○
様
々
な
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
取
り
組
み

（
実
践
報
告
・
家
族
の
提
言
・
医
療
と
の
連

携
）

○
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
（
構
造
化
、
記

録
と
再
計
画
）

基
礎
研
修

【
演
習
】

○
気
付
き
：
障
害
特
性
の
理
解
の
重
要
性
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
解
と
様
々
な
手
が
か

り
）

○
探
索
：
行
動
の
背
景
を
考
え
る
（
氷
山
モ
デ

ル
）

【
講
義
】

○
チ
ー
ム
支
援
の
基
本
（
チ
ー
ム
で
同
じ
方
向
に

向
か
っ
て
支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性
）

○
様
々
な
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
取
り
組
み

（
実
践
報
告
・
家
族
の
提
言
・
医
療
と
の
連

携
）

実
践
研
修

【
演
習
】

○
プ
ラ
ン
①
：
障
害
特
性
に
配
慮
し
た
支
援
計
画

の
立
案
（
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス
）

○
プ
ラ
ン
②
：
障
害
特
性
に
配
慮
し
た
支
援
計
画

の
立
案
（
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス
）

○
記
録
：
効
果
的
な
情
報
収
集
の
方
法
・
チ
ー
ム

で
支
援
す
る
た
め
の
報
告

障
害
特
性
を
理
解
し
た
支
援
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

個
人
プ
レ
イ
に
走
ら
ず
チ
ー
ム
で
取
り
決
め
た
支
援

方
法
を
丁
寧
に
実
施
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ

障
害
特
性
に
配
慮
し
た
具
体
的
な
支
援
計
画
を
立
案

し
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
支
援
を
続
け
る
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
研
修
・
実
践
研
修
）
の
ね
ら
い

平
成
2
6
年
度
か
ら
の
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
に
お
け
る
、
行
動

障
害
を
有
す
る
者
に
対
応
す
る
場
合
は
、
こ
の
基
礎
研
修
（
1
2
時

間
）
の
内
容
と
同
等
の
研
修
を
受
講
す
る
。

基
礎
と
実
践
（
合
計
2
4
時
間
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
行
動
援
護
従

業
者
養
成
研
修
（
2
0
時
間
）
と
同
等
の
内
容
を
含
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

構
成
と
す
る
。



観
察
・
予
測

生
じ
て
い
る
問
題
・
生
じ
う
る
リ
ス
ク
を
具
体
的
に
記
す

行
動
の
背
景
に
あ
る
障
害
特
性
（
生
物
学
的
・
心
理
的
）
を
推
測
し
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

①
背
景
の
障
害
特
性
を
推
測
（
氷
山
モ
デ
ル
）

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
障
害
特
性
を
「
強
み
」
の
表
現
に
変
換
す
る
。

例
え
ば
、
「
同
じ
手
順
に
過
剰
に
執
着
す
る
」
は
「
同
じ
手
順
を
確

実
に
こ
な
す
」
と
い
っ
た
表
現
に
言
い
換
え
る
。

②
障
害
特
性
を
「
強
み
」
の
表
現
に
変
換

他
の
場
面
の
観
察
か
ら
、
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
な
い
「
強
み
」
を
加
え
る
。

③
他
の
場
面
か
ら
「
強
み
」
の
リ
ス
ト
追
加

生
じ
て
い
る
問
題
・
生
じ
う
る
リ
ス
ク
の
あ
る
場
面
で
、
「
強
み
」
の

リ
ス
ト
を
活
か
し
た
環
境
づ
く
り
（
構
造
化
）
の
計
画
を
立
て
る
。

④
「
強
み
」
を
活
か
し
た
新
た
な
環
境

計
画
の
実
施

実
践
研
修
の
演
習
の
主
題
：
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス

１
．
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
ス
キ
ー
ム

（
ま
と
め
）

◯
虐
待
予
防
の
視
点
か
ら
、
適
切
な
支
援
の
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

◯
訪
問
系
の
対
象
拡
大
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ

◯
過
去
の
強
度
行
動
障
害
の
施
策
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
対
象
に

◯
既
存
の
研
修
（
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
等
）
と
の
関
係
の
整
理

◯
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
、
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
と
の
統
合
へ
向
け

◯
事
業
所
に
と
っ
て
受
講
可
能
性
を
高
め
る
（
都
道
府
県
の
現
実
的
な
実
施
体
制
）

障
害
福
祉
の
研
修
体
系
全
体
の
位
置
づ
け
の
検
討

強
度
行
動
障
害
の
支
援
方
法
の
研
修
は
急
務
の
課
題

基
礎
と
実
践
の
２
階
建
て
構
造

◯
基
礎
：
重
訪
対
象
拡
大
研
修
相
当
。
支
援
手
順
書
の
理
解
と
チ
ー
ム
で
実
施
重
要

◯
実
践
：
行
動
援
護
研
修
相
当
。
支
援
手
順
書
の
計
画
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

◯
の
ぞ
み
の
園
が
継
続
的
に
都
道
府
県
実
施
状
況
モ
ニ
タ
。
研
修
内
容
の
改
定
へ

○
自
分
の
体
を
叩
い
た
り
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
口
に
入
れ
る
、
危
険
に
つ
な
が
る
飛
び
出
し
な
ど
本
人
の
健
康
を
損
ね
る

行
動
、
他
人
を
叩
い
た
り
物
を
壊
す
、
大
泣
き
が
何
時
間
も
続
く
な
ど
周
囲
の
人
の
く
ら
し
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
動
が
、

著
し
く
高
い
頻
度
で
起
こ
る
た
め
、
特
別
に
配
慮
さ
れ
た
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
。

強
度
行
動
障
害
と
は

1
9
8
0
年
代
後
半
、
知
的
障
害
児
入
所
施
設
を
中
心
に
、
支
援
が
著
し
く
困
難
な
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
特
別
な
施
策
が

必
要
だ
と
考
え
ら
れ
、
研
究
会
が
開
始
さ
れ
た
。
強
度
行
動
障
害
の
名
称
は
そ
の
時
（
1
9
8
8
年
）
に
誕
生
。

○
知
的
障
害
が
重
度
・
最
重
度
の
範
囲
の
人

多
く
は
、
話
し
こ
と
ば
を
全
く
喋
ら
な
い
か
、
意
味
あ
る
使
い
方
が
難
し
い
。
こ
と
ば
の
理
解
も
極
め
て
限
定
的
。

○
医
療
的
な
診
断
と
し
て
は
自
閉
症
が
多
い

以
前
よ
り
８
割
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
。
診
断
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
自
閉
症
の
行
動
特
徴
に
当
て
は
ま
る
人
が
多

く
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
し
て
障
害
を
捉
え
る
と
ほ
ぼ
全
員
。
感
覚
、
注
意
、
感
情
の
障
害
が
顕
著
。

○
思
春
期
後
半
か
ら
成
人
期
前
半
に
強
度
行
動
障
害
の
状
態
に
な
る
人
が
多
く
、
長
期
に
渡
り
継
続
す
る

大
人
の
身
体
に
な
る
頃
か
ら
、
問
題
が
表
面
化
す
る
場
合
が
多
い
。
幼
児
期
よ
り
、
衝
動
性
や
攻
撃
行
動
な
ど
行
動
特

徴
が
継
続
し
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
思
春
期
以
前
に
お
と
な
し
い
人
も
い
る
。

○
強
度
行
動
障
害
に
相
当
す
る
人
は
知
的
障
害
者
の
１
％
程
度
と
推
測
さ
れ
る

概
ね
、
全
国
で
8
,0
0
0
人
が
当
初
の
定
義
に
合
致
す
る
強
度
行
動
障
害
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
障
害
程
度
（
支
援
）
区
分
に
よ
る
行
動
障
害
の
基
準
で
は
、
２
万
人
以
上
が
行
動
障
害
に
入
る
。

○
両
親
の
愛
情
や
養
育
能
力
の
不
足
と
い
っ
た
環
境
要
因
の
み
で
強
度
行
動
障
害
に
な
る
こ
と
は
稀

障
害
と
し
て
は
比
較
的
少
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
両
親
や
専
門
家
で
も
、
障
害
特
性
の
理
解
や
そ
の
特
性
を
配
慮
し

た
適
切
な
関
わ
り
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。

○
反
社
会
的
行
動
や
急
性
期
の
精
神
科
症
状
と
は
明
ら
か
に
状
態
像
が
異
な
る

統
合
失
調
症
等
の
急
性
期
の
精
神
科
症
状
の
混
乱
し
た
状
態
や
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
等
の
自
傷
行
為
と
は
、
明
ら
か
に
状

態
像
が
異
な
る
。
ま
た
、
罪
を
犯
す
知
的
障
害
者
の
状
態
像
と
も
明
ら
か
に
異
な
る
。

強
度
行
動
障
害
の
概
要

２
．
研
修
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
強
度
行
動
障
害
の
分
析

行
動
障
害
の
イ
メ
ー
ジ
は
多
様
（
近
隣
領
域
）

2
0
1
2
年
の
ぞ
み
の
園
探
索
調
査
結
果
の
2
6
事
例
か
ら
（
療
育
手
帳
保
持
者
の
精
神
科
病
院
へ
の
入
退
院
支
援
の
類
型
化
）

⑩

㉖ ⑳

㉑

㉒

⑮⑧

⑦①
②

こ
だ
わ
り
・
生
活
破
綻
・
自
殺
念
慮
・

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
・
地
域
生
活
疲
れ
・

家
族
関
係

等

③
④
⑤

⑥

⑨

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭ ⑯

⑰
⑱
⑲

㉓

㉔

㉕

急
性
期
精
神
科
症
状

強
度
行
動
障
害

反
社
会
的
行
動

脆
弱
世
帯

家
庭
の
平
穏

保
護
者
・
代
理
人
な
し 放
火
・
暴
力
等

中
・
軽
度
の
知
的
障
害
者
が
８
割
、
重
度
・
最
重
度
（
Ａ
手
帳
）
は
２
割
。
い
わ
ゆ
る
強
度
行
動
障
害
で
苦
慮
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
反
社
会
的
行
動
、
精
神
科
症
状
と
脆
弱
世
帯
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
地
域
生
活
の
方
法

や
今
後
の
方
針
が
定
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
精
神
科
病
院
の
入
退
院
に
関
わ
ら
な
く
て
も
、
警
察
で
勾

留
・
不
起
訴
の
事
例
、
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
事
例
等
の
相
談
が
あ
る
。
障
害
福
祉
の
対
象
者
は
広
が
っ
た
！
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